
ふ
た
ば

第2章
トピックス

　双葉町の70年の歴史には、町民各層の活躍や行
政システムの変革、福祉施設・交流施設といった
社会資本の整備などさまざまな出来事が刻まれて
いる。ジャンル別に新聞記事や町広報の紙面から
その一端をまとめている。

あの時の出来事を再現
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京丹波町から寄せられた義援金（川俣合宿所）＝平成23年3月15日

太田京丹波町長が双葉町を訪れ伊澤町長と町内を視察
＝平成30年11月7日

千羽鶴や寄せ書きなど京丹波町よりの支援＝平成24年3月22日

京丹波町の方々や関西大学の学生、双葉町婦人会による
「ダルマ折り紙プロジェクト」の交流

　双葉町は京都府の旧瑞穂町と姉妹町、瑞穂町などが合併
して誕生した京丹波町と友好町を締結し、交流してきた。
東日本大震災では京丹波町から物心両面での支援をいただ
き、両町の「子ども交流会」などで絆を深めてきた。また、
東日本大震災の避難で双葉町民を受け入れ、双葉町を支え
ていただいた縁で埼玉県加須市と友好都市の盟約を結んで
いる。両市町との結びつきは双葉町にとって宝であり、感
謝の気持ちを後世まで伝えていくとともに、今後もさらに

交流を広げていきたい。

姉妹町・友好町・
友好都市との交流

姉
妹
町
の
旧
瑞
穂
町

合
併
し
て
も

変
わ
ら
ぬ
絆

友
好
町
の
京
丹
波
町

　旧瑞穂町とは昭和45年5月21日、大阪万博
で日本電信電話公社（現NTT）が企画したテ
レビ対談「あなたの町、わたしの町」に、当
時の両町長が出演したことで交流が始まった。
　平成6年、双葉高校野球部が夏の甲子園に
出場した際、瑞穂町長らが応援に駆けつけ、
再び交流が深まった。同年10月25日、24年間
の友好関係を一層、深めるため姉妹町を締結
した。
　農業青年後継者の交流や行政視察、両町の
小中学生が1年おきに相互訪問する「姉妹町
子ども交流会」などで、両町の絆は固くなっ
ていた。瑞穂町は合併後、新たに「京丹波町」
として誕生した。京丹波町は旧瑞穂町の意思
を引き継ぎ、平成18年5月11日、双葉町と友
好町を提携した。東日本大震災の際には、い
ち早く川俣町の避難所や埼玉県旧騎西高校へ
物心両面にわたり支援をいただき、さらに社
会教育委員の発案で「双葉の折鶴支援プロ
ジェクト」が始まり、3年間、折り紙で折っ
た千羽鶴と支援金を届けていただいた。その
後も京丹波町の町民の皆さんが双葉町を訪問
したり、子ども交流会で中・高校生らがいわ
き市の復興住宅や相馬野馬追を見学するなど
折ごとに交流、支援が続いている。

広報ふたば　平成6年12月号

平成17年9月29日付
福島民報

平成18年6月1日付 福島民報TOPICS86 87



双葉町旗を持つ加須市の大橋市長と加須市旗を手にする双葉町の伊澤町長＝平成28年11月3日

友好都市盟約締結式で一層の交流を誓った両市町の関係者

友好都市締結を祝って披露された
標葉せんだん太鼓保存会による演奏

騎西藤まつりに参加した相馬流れ山踊り保存会＝平成28年4月30日 双葉町埼玉自治会

メッセージ入りこいのぼり＝令和元年9月26日

メッセージ入り鯉のぼりの贈呈＝令和元年9月26日

いかだ乗り、
ボディボードを楽しむ児童たち

オンライン交流会で学習の成果を披露し合う
児童たち＝令和4年1月19日

いわき海浜自然の家で海浜活動をしながら交流＝令和4年7月14日・15日

　埼玉県加
か

須
ぞ

市は平成23年3月に発生した東日本大震災と
原発事故で避難を余儀なくされた双葉町民を受け入れてい
ただいた。4月1日には、県立旧騎

き

西
さい

高校内に避難所とと
もに、役場機能を設置し、平成25年6月17日にいわき事務
所が開所されるまで約2年3カ月にわたって役場としての
機能を果たした。加須市長をはじめ、多くの市民の皆さん
から物心両面にわたり多大なご支援をいただいた。震災発
生直後には避難所に加須市から鯉のぼりの寄贈があった。
これらの真心は双葉町の歴史に深く刻まれている。
　加須市とのご縁を大切に、加須市民のご厚意に対する感
謝の念を後世に引き継ぐとともに、今後、交流の輪を広げ、
友好の絆を一層強いものとすることを目的に、平成28年11
月3日、埼玉県加須市と友好都市盟約を締結した。
　両市町の交流は続き、加須市騎西の玉敷公園で行われる
騎西藤まつりでは、加須市の皆さんへの感謝の気持ちを込
めて町長があいさつ、ふたば音頭を披露するなどしている。
　いわき市の仮設校舎で学ぶ双葉南・北小と加須市種

たな

足
だれ

小
は相互訪問などを通して交流。それぞれの学校の児童が修
学旅行などの機会に互いの学校を訪問してきたが、令和2
年度はコロナ禍で中止、その後、オンライン交流会が開か
れ、双葉と加須の児童たちが学習の成果を披露し合った。

加
須
市
と
縁

友
好
都
市
に

市民平和祭

種足小学校との交流

騎西藤まつり

鯉のぼりの寄贈

友好都市盟約締結式

加
須
市
民
平
和
祭
で
市
民
と

交
流
す
る
双
葉
ダ
ル
マ
さ
ん

＝
平
成
27
年
５
月
３
日

加須市から贈呈された鯉のぼり㊧と贈呈式㊤＝平成23年4月7日
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双
葉
町
民
の
翼

友
好
訪
中
団

舞
台
は
世
界

初
の
シ
ン
ポ

広報ふたば
平成5年9月号

広報ふたば　平成5年9月号

広報ふたば　平成8年12月号

広報ふたば　平成8年12月号

21
世
紀

青
春
の
翼

平成8年4月26日付 福島民報

　国際交流が盛んになる中、町は青年や女性を海
外に派遣していたが、平成5年には初めて青少年
の海外派遣事業「21世紀青春の翼」を実施し、中
学生、高校生がニュージーランドを訪問した。平
成8年には合併45周年記念事業として「町民の翼
友好訪中団」が中国の北京、西安、桂林、上海の
各都市を訪れた。参加者たちは、海外での経験を
通して国際感覚を磨いたり、それぞれの国の歴史
や自然、文化、教育など幅広い知識を身につけた。

国際交流
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甲
子
園
で
活
躍

双
葉
高
校

野
球
部

平成6年8月16日付 福島民報

　双葉高野球部は昭和48年、昭和55年、平成6年と夏の甲子
園に3度出場した。昭和55年には逆転で初戦を突破。14年ぶ
り3度目の甲子園の土を踏んだ平成6年は初戦の2回戦で、
和歌山県代表の市和歌山商を1－0で破った。3回戦では優
勝候補の一角、樟南（鹿児島県）に1－4で敗れたが、その
活躍ぶりに県民が沸いた。双葉高野球部は町民や多くの人た
ちに感動を与えてきた。平成20年の北京オリンピックでは、
自転車競技に町出身の渡邉一成選手、女子サッカーにマリー
ゼの丸山桂里奈選手が出場。町民が声援を送った。渡邉選手
は平成24年のロンドン、平成28年のリオデジャネイロの両五
輪にも出場し、避難生活を続ける町民を勇気づけた。大相撲
では、町出身で初の関取になった元十両の大日岳が21年間、

土俵を務めた。スポーツ少年団では、サッカーやバレー
ボール、少年野球などの活動が活発である。

スポーツ

昭和48年8月9日付 福島民報

昭和55年8月12日付 福島民報

双葉高、広島商に敗れる
昭和48年8月12日付 福島民報
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２
選
手
が

五
輪
出
場

古
里
か
ら

熱
い
声
援

震
災
の
年
に
力
走

「
ふ
く
し
ま
駅
伝
」

北京五輪に出場した渡邉選手の壮行会（町体育館）

リオデジャネイロ五輪の壮行会で決意を述べる渡邉選手 リオデジャネイロ五輪で力走する渡邉選手を
町のいわき事務所で応援する皆さん

平成20年
6月22日付
福島民報

平成20年7月12日付 福島民報

双葉チーム、東日本大震災の年の「ふくしま駅伝」に
出場し完走

平成23年11月21日付 福島民報

　スポーツ選手が世界の強豪とわたり合う舞台・オリンピックに双葉町からは男子自
転車競技の渡邉一成選手、女子サッカー競技の丸山桂里奈選手が出場している。
　渡邉選手は北京、ロンドン、リオデジャネイロの各オリンピックで男子ケイリン、
チームスプリットなどに出場した。東日本大震災翌年の平成24年に開催されたロンド
ン五輪では、埼玉県加須市の旧騎西高校で避難生活を送る町民が深夜にもかかわらず
インターネット中継の映像を見ながら応援した。

　平成20年の北京五輪に出場した渡邉選手の壮行会は双葉町体育館で開かれ、町民約
600人が出席した。町少年野球クラブのメンバーが花束を贈呈、ふたば保育園の園児
が寄せ書きをプレゼントするなど子どもたちにとっても、地元からのオリンピック選
手誕生は大きな刺激となった。
　平成24年のロンドン五輪では、郡山市内のホテルで壮行会が開催された。県内外に
避難している町民など約150人が渡邉選手を激励した。被災し避難生活を続けている
方々からの熱い応援に渡邉選手は「皆さん辛い思いをしているのに、たくさんの人た
ちに逆に励ましをもらって代表になれた。双葉町の復
興につながるよう頑張る」と決意を述べた。
　平成28年のリオデジャネイロ五輪の壮行会はいわき
市内で開かれ、県内外から約170人が参加した。伊澤
史朗町長らから激励を受けた渡邉選手は「双葉の皆さ
んにはいつも背中を押してもらっている。今度は自分
が皆さんに恩返しをしたい」と語った。
　渡邉選手は3度の五輪出場で目指していたメダル獲
得はできなかったが、その姿は町民に感動を与えた。

　女子サッカーの丸山選手はアテネ、北京、ロ
ンドンと3度、五輪出場を果たした。北京五輪
時は東京電力女子サッカー部マリーゼに所属
し、双葉町内に住んでいた。丸山選手は町役場
で開かれた激励会で「双葉町をはじめ多くの人
たちのおかげで代表に選ばれることができた。
皆さんの応援を胸に1点でも多く得点したい」
と力強く抱負を述べた。
　日本女子サッカーは北京五輪では3位決定戦
で敗れ、メダル獲得はならなかったが、双葉町
民の丸山選手に古里からも熱い声援が送られた。

　東日本大震災の発生から8カ月。平成23年11月の「ふくしま
駅伝」に双葉町チームも出場した。選手のやりくりができず参
考記録になったが、試練を乗り越えて参加し、見事に完走した
姿に多くの県民が感動した。

― 男子ケイリンの第一人者　渡邉一成選手 ―

北京・ロンドン・リオで力走

女子サッカーの丸山選手

北京五輪出場
町役場で激励

北京五輪

リオデジャネイロ五輪

ロ
ン
ド
ン
五
輪
に
出
場
し
た
渡
邉
選
手
を

旧
騎
西
高
校
で
応
援
す
る
町
民
の
皆
さ
んTOPICSロンドン五輪
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大
相
撲
で

初
の
関
取

大
日
岳

雨
の
中
の
熱
戦

子
ど
も
た
ち
躍
動

ス
ポ
少
で

元
気
に

第
50
回
町
民
体
育
祭

平成16年2月11日付 福島民報

化粧回しの贈呈披露式
広報ふたば　平成5年10月号

広報ふたば　平成10年10月号 広報ふたば　平成12年12月号

広報ふたば　平成7年1月号 広報ふたば　平成15年11月号

広報ふたば
平成15年10月号
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双
葉
海
浜
公
園
に

バ
ン
ガ
ロ
ー
完
成

　双葉町は農業、工業、商業などの産業、観光で持ち
味を生かした振興策に取り組んできた。
　農業は高生産性に高付加価値型農業などを推進して
きた。「ふたば夢工房企業組合」が平成20年、第48回
県農業賞（集団活動部門・農村女性活動の部）を受賞
するなど活発な動きがあった。商業では魅力ある商店
街の整備などに努めた。工業は地域の発展につながる
優良企業の立地を進め、双葉工業団地に平成3年、日
東金属工業㈱が操業するなど企業進出が相次いだ。
　観光面では、双葉海水浴場が国から数々の優良海水
浴場の認定を受けている。双葉海浜公園にバンガロー

ができ、多くの人でにぎわった。

産業・観光

郡
山
中
野

海
岸
整
備

促
進
事
業

広報ふたば　平成13年7月号

広報ふたば　平成18年7月号

広報ふたば
平成6年11月号

全
国
に
誇
る

双
葉
海
水
浴
場

平成16年7月2日付 福島民報

　東日本大震災前は町民はもちろ
ん多くの海水浴客でにぎわった双
葉海水浴場。これまでに国から

“優良海水浴場”として認定され
ている。
　平成10年に旧環境庁が、水質が
良好で快適な水浴場として全国55
カ所を「日本の水浴場55選」とし
て選定した。双葉海水浴場はその
1つに入った。
　平成13年に環境省の認定する

「日本の水浴場88選」に双葉海水
浴場が選ばれた。40都道府県から
推せんのあった146水浴場を対象
に審査が行われた。双葉海水浴場
は家族が安心して楽しめ、駐車場
やシャワー、トイレなどの施設が
充実している海浜公園があること
などが高く評価された。
　平成18年には環境省から快適に
泳げる海として「快水浴場百選」
に認定された。

日本の水浴場88選

快水浴場百選
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活
力
あ
る
産
業
へ

多
彩
な

施
策
展
開

平成16年4月7日付 福島民報

震災前の稲刈りの様子

企業誘致を図った震災前の双葉工業団地

盛んだったスイートピーの栽培

工　業

農業技術拠点 営農センター

双葉の逸品コンテスト

広報ふたば　平成16年9月号

平成22年11月18日付 福島民報

平成3年5月30日付 福島民報
ふたば夢工房企業組合農　業

　東日本大震災発生前の双葉町は、「双葉町らしい活力ある産業」を目指して取り
組んできた。
　農業では、生産性の高い農産物や特産物の開発、情報網を効果的に活用した流通・
販売システムの構築などを積極的に推進するとともに、体験農業や貸農園など多角
的に農業振興の展開を図ってきた。農業者の高齢化、後継者不足に対応するため農
業後継者の育成に努めるとともに女性パワーを十分に生かし自立と活力ある農業を
目指してきた。
　町の農家の女性たちで組織した「ふたば夢工房企業組合」が平成16年に完成させ
た農産物加工施設もそうした活力ある農業の確立の一環だった。
　工業では、双葉工業団地への企業誘致活動を促進してきた。既存企業の発展のた
めに人材の育成、獲得や企業間交流による技術水準の向上などを支援してきた。

〜双葉町の風景〜
ダイサギ（羽鳥地区）
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住
基
ネ
ッ
ト

第
２
次

サ
ー
ビ
ス

広報ふたば　平成15年8月号

広報ふたば　平成6年7月号

広報ふたば　平成17年4月号

広報ふたば　平成12年4月号

広報ふたば
平成13年10月号

住
民

基
本
台
帳

　町の行政システムは国や県などの動きに合わせ
て順次、変革してきた。平成6年6月に住民基本
台帳電算記録システムが稼働した。平成12年に町
情報公開制度がスタート。平成13年に戸籍事務が
電算化。平成15年に住民基本台帳ネットワークの
第2次サービスが始まった。路線バスの廃止に伴
い、遠距離通学の児童を主とした代替バス・タク
シーを運行する新交通システムが平成15年11月に
動き出した。

行政システム
の変革

戸
籍
事
務

電
算
化　

情
報
公
開

制
度

個
人
情
報

保
護
法
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下
長
塚

公
民
館

　地域住民が交流したり、生涯学習の場となる公民館
の整備が平成9年から平成19年までの10年間に進ん
だ。平成9年に下長塚、平成14年に長塚二、平成15年
に郡山、平成16年に新山、平成18年に石熊、平成19年
に両竹の各公民館が建設された。いずれも旧公民館の
老朽化に伴い、住民から建て替えの要望が出ていた。

テープカットなどで完成を祝った。

住民交流・
生涯学習の
拠点誕生

長
塚
二

公
民
館

平成15年11月6日付 福島民報 平成15年11月5日付 福島民報

光
フ
ァ
イ
バ
ー

開
通
式

新
交
通

シ
ス
テ
ム

平成21年3月4日付 
福島民報

広報ふたば
平成14年5月号

広報ふたば
　平成9年3月号

行政システムの変革
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両
竹
公
民
館

郡
山
公
民
館

新
山
公
民
館

石
熊
公
民
館

平成18年3月18日付 福島民報

広報ふたば　平成17年1月号

平成20年1月5日付
福島民報

　町内には、医療や福祉、町民交流、子どもたちの施
設、運動施設などが続々と完成した。平成10年にコ
ミュニティーセンター「ステーションプラザふたば」
が整備された。平成11年に総合保健福祉施設「ヘルス
ケアーふたば」がオープン。デイサービスセンターも
開所した。平成17年には、中心商店街に「ひと休み
処」、特別養護老人ホーム「せんだん」と高齢者グルー

プホーム「せんだんの家」、町内初の公式野球場
などが出来上がった。

医療・福祉・
児童・運動・・・・
各施設が完成

双
葉
厚
生
病
院

医
療
の
中
核
に

平成元年11月30日付 福島民報

躍進　双葉町合併三〇年のあゆみ

平成15年4月3日付
福島民報

住民交流・生涯学習の
拠点誕生
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ス
テ
ー
シ
ョ
ン

プ
ラ
ザ
ふ
た
ば

広報ふたば
平成10年11月号

子
ど
も
ら
楽
し
く

新
児
童
館
が

開
館

平成6年4月12日付 福島民報

デ
イ

サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー

ヘ
ル
ス
ケ
ア
ー

ふ
た
ば

広報ふたば　平成11年5月号

広報ふたば
平成14年5月号

広報ふたば
平成11年3月号

健
康
長
寿
を
願
う
福
祉
の
拠
点

医療・福祉・児童・運動・・・・
各施設が完成
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特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム

せ
ん
だ
ん

双
葉
総
合
公
園

野
球
場
も
誕
生

　町の歴史や民俗の資料を展示する町歴史民俗資
料館が平成4年にオープンした。開館当時、原
始、古代、中世、近世、近代、現代の各資料を展
示した。国指定史跡の清戸廹横穴の壁画の実物大
模型なども展示した。また、昭和50年から進めら
れた双葉町史の編纂作業が平成14年に第5巻民俗
編をもって完了した。27年間に及ぶ作業だった。

歴史・遺産

商
店
街
に
活
力

「
ひ
と
休
み
処
」

平成17年10月31日付 福島民報

平成17年10月27日付 福島民報

平成17年10月28日付 福島民報

平成17年
4月3日付 福島民報

歴
史
の
殿
堂

開
館
を
祝
う

原
始
〜
現
代
ま
で

町
の
貴
重
な

資
料
一
堂
に

平成4年11月2日付 福島民報

広報ふたば　平成4年12月号

医療・福祉・児童・運動・・・・
各施設が完成
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清
戸
廹
横
穴
が

福
島
遺
産

百
選
に

地
道
な
努
力

町
史
編
さ
ん

平成14年11月27日付
福島民報

清戸廹横穴の壁面デザイン

広報ふたば　平成20年3月号

歴史・遺産

TOPICS112




